
日 和 山・常 夜 燈 跡
北前船が往来した当時､ 
灯りが灯された。 

千々見山展望台
４月登山道の両脇に桜並木が 
見事。浜坂や諸寄の市街地が 
渡せる｡ 
 

龍満寺 難波した船乗等を供養した寺
馬北の鬼道場と恐れられた曹洞宗
の寺。玄楼和尚が建てた龍宮造り
の山門が目印。

諸 寄 駅
昭和６年久邇宮が避暑に来
られるために造られた仮設
駅。昭和１３年一般駅に昇
格。４月桜の名所 

氏神　八坂神社
毎年10月15日が例祭。
神社の森（社叢）が町の
天然記念物。杉の巨木・
参道の桜が見事。

前田純孝墓碑
相 撲 取 塚

諸寄・庚申堂
毎年５月第二日曜日 
に本尊青面金剛像が 
御開帳される。
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岡の浜公園

旧
芦
屋
坂
昔
、
こ
の
道
を
通
っ

て
浜
坂
に
行
き
来
し
て
い
た
。

篠原無然生誕之地碑

八坂神社社務所 
北前船の船主が寄進した船絵馬がある。
要事前連絡 0796-82-0503 

諸寄基幹集落センター資料室 
諸寄の先人や歴史資料が展示されている。
水曜日休館日 ※要事前連絡 

（０７９６－８２－５２３３） 
与謝野寛・前田純孝歌碑

山陰線・大栃川鉄橋 
明治４４年山陰線開通当時 
のレンガ造りの橋脚が残る。  

旧因幡街道 
昔、この道を通って
因幡に行き来した。 

為世永神社 
毎年７月１４・１５日に祭礼が行なわ
れる。境内には、北前船で運ばれ
てきた出雲石で造られている全国
の船主たちが寄進した玉垣や灯籠
・狛犬がある。

谷角日沙春生誕百年記念碑

和船係留杭跡
北前船をつないだ杭
の跡が残る｡ 

聖衆寺 
浜坂勝願寺の末寺。
境内に是得上人名
号碑がある。

為世永神社例祭
毎年７月１４・１５日の祭礼のとき、
御旅所が建てられ、御神輿渡御・麒麟
獅子舞が奉納される。 

毎年８月１５日に盆行事の 
精霊船流しが行なわれる。

芦屋坂

大

栃

川

奥諸寄 

至鳥取 

至浜坂 

至浜坂港

諸寄漁港・セリ場 

郵便局

駐在所

諸寄の砂浜は､雪の白浜と  
呼ばれ、平安時代から和歌にも
詠まれた景勝地。

 

 

保育園

沖から諸寄港に入ってくる
波が弧を描くことから諸寄
の七不思議「諸寄の一つ
波」と言われた。

 

 
 

! 
 

御神輿堂 

廻船問屋東藤田母屋
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日本画家　藤田威生家
廻船問屋中藤田母屋

諸
寄
墓
苑

廻船問屋道盛家母屋

篠原無然生誕百年記念碑

Ｊ 
Ｒ
山 
陰 
線 

一燈園西田天香揮毫の
篠原無然顕彰碑がある

雪浜橋

信号 

トイレ

トイレ 

トイレ
トイレ

Ｐ

Ｐ 

Ｐ 

喫茶「待夢」 

浦木商店 

ちくわ 
 

海産物
「山長」 

海産物 
「浜光」 

日
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碑

鶴
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碑

 

聖人と呼ばれた社会教育者
明治２２年 １８８９
～大正１３年（１９２４）

前田純孝
悲しくも新しい情感に満ちた明治の歌人
明治１３年（1880）～明治４４年（1911）

藤田　威：障害を乗り越え
た日本画家
大正６年（１９１７）
　～昭和４７年（１９７２）

谷角日沙春：異色の日本画家
明治２６年 １８９３

～昭和４６年（１９７１）

 
前田純孝歌碑雪の白浜記念碑

浜坂漁協
諸寄支所

ＡＴＭ

ゲストハウス 
「東藤田」休憩所

岡部酒屋 

まるや薬局

瀧病院 

大谷屋商店 

下
ノ
町（
廻
船
問
屋
）地
区

北前船停泊(旧諸寄港)地区

愛宕神社

北前船をつないだ杭の跡が残る｡ 

塩谷トンネル

山根町（廻船問屋）地区

川中町（船宿）地区

環

海産物 
「川丈」 

民宿 
「なかむら」 

民宿「海の家ツルダ」 
民宿 
「とうじの宿」

民宿 
「なかいえ」

下ノ町（廻船問屋）地区界隈 川中町・山根町（船宿・廻船問屋）地区界隈

※ＪＲ利用の場合は、逆コースが
　おすすめ。  

明治４４年山陰西線開通
当時のレンガ造り

バス停

バス停

バス停

バス停

恵比須神社 

醤油 
「藤田出店」 

雪の白浜地区

通行止

通行止 

 

　諸寄港は、江戸時代から北前船の風
待ち・潮待ち港として栄え、諸寄港か
らは海産物や諸寄砥石などが船積みさ
れました。また、船の出入りとともに
人や物が行き交い、全国の多くの文化
が混流し、諸寄地域をはじめ周辺地域
の経済的発展に大きな影響を与えました。
　しかし、鉄道の開通（Ｍ45年）によって、物流手段が大きく変わり、
諸寄の繁栄も北前船の衰退と同じ道をたどりました。
　諸寄地区内には、北前船に関する史跡や航路図などが数多く残されて
います。特に、為世永神社は、航海安全と商売繁盛を祈願した北前船の
船主や船乗りの信仰・崇拝の篤い神社です。境内の灯籠と玉垣は、明治
１７年（1884）改修工事に合わせて、全国の船主等から寄付を募って建て
られたもので、陸奥・越後・若狭・因幡・肥前・周防・大阪・下野など
の北前船関係者(寄進者)の住所と氏名が刻まれています。
　また、北前船によって諸寄港にもたらされた文化は、人々の新たな文
化創造にも影響を与え、明治の歌人前田純孝や異色の日本画家谷角日沙
春、社会教育家篠原無然、日本画家で障がい者の社会参加を支援した藤
田威など、多くの先人が出ています。

〔所要時間：２時間30分〕
諸寄漁港セリ場駐車場　
　　　　　↓（徒歩：5分）
川中町（船宿）地区
　　　　　↓（徒歩：3分）
為世永神社（玉垣・灯籠 10分）
　　　　　↓（徒歩：２分）
山根町（廻船問屋）地区
　　　　　↓（徒歩：5分）
日和山（和船係留杭跡）
　　　　　↓（徒歩：10分）
下ノ町（廻船問屋）地区
　　　　　↓（徒歩：5分）
八坂神社社務所（船絵馬 10分）
　　　　　↓（徒歩：3分）
諸寄基幹集落センター（30分）
　　　　　↓（徒歩：8分）
諸 谷 山 龍 満 寺　　　
　　　　　↓（徒歩：1分）
Ｊ　Ｒ　諸　寄　駅　　
     　　 　↓（徒歩：7分）
諸寄漁港セリ場駐車場　
　　　　　↓（車：3分）
城山園地展望台・駐車場（10分）

諸国から様々な人や産物が集まる
ことから諸寄（もろよせ）となっ
たと言われている。

細い路地が入組み、 
真っ直ぐ行けば、浜に出る。

和船係留杭跡
久邇宮多嘉王殿下
避暑地別荘跡

Ｐ

「森甚」

海産物
「魚寄」

軽食「Ｑ」

日本遺産

JAPAN  HERITAGE




